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　一般、特別、企業3会計合わせて総額4兆2,452億円に上る神奈川県の2021年度当初予算案は県議会
の今年1回目の定例会での質問や各委員会での審議を経て、3月25日開会の本会議で原案通り可決され
ましたが、私が所属する産業労働常任委員会で審議された産業労働分野の予算は、2020年度当初予算
に比べ大幅に増額されています。一般会計と特別会計（中小企業資金会計）を合わせた額は約443億円、
一般会計のみでは約414億円といずれも2倍前後に増額されました。県内には18万を超える中小企業が
存在しており、コロナ禍において経営の安定化、事業の承継・強化を図るための資金繰りの確保への支
援は特に重要で、県はこの融資事業に対する補助を行ってきましたが、このための枠は2020年度一般
会計当初予算における2,600億円より400億円増額され、本年度は初めて3,000億円への到達となりました。
　産業労働分野の施策には「新型コロナウイルス感染防止対策等事業継続に向けた取り組みへの支援」
として、会食事時の飛沫感染を防ぐため飲食店に対しアクリル板やサーキュレーターなどを県で調達し、
無償貸し付けを実施するアクリル板等貸付事業があり、本年度は3億円を計上しています。昨年11月に
スタートした事業で、6週間無償で貸し付けた後に買い取ってもらっていますが、3月22日現在、11万
6,000枚の利用があり、県内の飲食店の約9割が利用し、
約7割が買い取っているということです。
　中小企業制度融資事業費、信用保証事業費への補助は
神奈川県信用保証協会と協調しての融資の利子や保証料
への補助を行うもので、昨年4月から今年2月末までに
3万5,509件の利用があったといいます。県では補助によ
る融資利率の引き下げを年2.1%以内から年1.6%以内と
することに、保証料補助率は0.45～1.52%から0.225～
0.76%に引き上げることを見込んでいるとしています。
　県内の消費喚起策として県では県内の工業製品（車、
家具、鎌倉彫など）を購入する県内の個人や法人に価格
の割引を支援する「かもめクーポン」制度を実施しており、
本年度当初予算に18億余円を計上しています。今年3月
10日現在、2,401件、2億1,214万円の利用があるといい
ます。労働関係では就職氷河世代への支援として本年度
新たに企業訪問などの実習型プログラムを提供する事業
を始めます。委託事業者を決定の後、6月からでも受講
者を募集。年2回開講し、1回の定員は20人程度と見込
んでいます。

中小企業資金繰り融資補助枠は3000億円に
県の「産業労働」の当初予算、昨年度比大幅増

 

　4月6日（火）から15日（木）は「春の交通安全運動」です。自転車の単独事故件数（死亡）は10年

前の約2.4倍となっている事から、重点項目として、「自転車の安全利用の推進」や「子供と高齢者を始め

とする歩行者の安全の確保」「歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上」が挙げられています。
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　令和3年度当初予算
一般会計は、昨年の
199億と比べ2倍強の

増額414億円となっています。感染症対
策事業として産業労働局一般会計の8割
を占める348億円が計上されました。感
染を防ぐ取り組みと共に、中小企業の倒
産や廃業を防ぎ経営の安定化を進める
取り組み、コロナ収束後の県経済を回す
ための需要喚起などが含まれています。
可決された予算は速やかに確実に執行
していく必要があります。また、緊急事
態宣言が解除されてもワクチン接種が
広く普及するまで景気の本格回復は難し
いとの声が多く、コロナ収束まで県内企
業を如何に守って行くかが課題です。
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●昭和43年3月8日 横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小･中･高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱/㈱メタルワン
●自民党かながわ政治大学12期生

●平成31年4月 県議会議員3期目当選
●産業労働常任委員会委員
●議会運営委員会委員
●予算委員会委員長
●かながわ自民党女性議員局長

　京急屏風浦駅近くに臨済宗建長寺派林香寺があります。本尊は、
釈迦如来を安置していますが、「枕返し観音」という異名のある
十一面千手観世音菩薩が祀られています。これには、「枕返しの
観音」と言う伝説があります。
　開山は雲渓龍公大和尚で、東漸寺十九世住職でした。晩年の
応永23（1416）年に入寂する前に屏風浦の地に庵を建て、雨峯
山林香庵と称していました。庵の記録は、江戸時代中頃と明治37
（1904）年の火災で殆ど焼失してしまいました。大正11（1922）年
に雨峯山林香庵の名を晴峯山林香寺と改称しました。

伝説「枕返し観音」：森村の人々は夏の夜になると、夜風の涼し
い陣屋川のほとりの十王堂に夕涼みに出掛けていました。時には
若衆たちが夜更けまで遊び、そのままお堂で一夜を明かすこともありました。お堂に安置している観音様
に足を向けて寝ていると、いつの間にか観音様に頭を向けているという噂が広まり、試しに足を向けて寝
てみるとその通り頭が観音様の方に向いて目が覚めたとのことです。現在、観音像は本堂内のご本尊の
隣に安置されています。� 参考:磯子の史話、住職はなし
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林　香　寺　（磯子区森）

　委員長を務める予算委員会が、3月12日から4日間にわたり開催されました。


